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地域共生社会をめざして…
平成31年（2019年）3月
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とよなか４

リ ン ク

豊中市社協は ※国連版ＳＤＧｓ に準拠して開発目標に取り組んでいきます。
 ※国連版ＳＤＧｓについて…裏表紙参照

E-mail：tcpvc@gold.ocn.ne.jp
U R L：https://www.toyonaka-shakyo.or.jp

≪事務局≫ 社会福祉法人 豊中市社会福祉協議会
〒560 - 0023
豊中市岡上の町 2－1－15（豊中市すこやかプラザ内）
電  話：06－6848－1279
F A X：06－6841－2388

※このパンフレットは平成 31 年（2019 年）3 月に作成しました。

第3期豊中市地域福祉活動計画 Ｌｉｎｋプラン３ の重点プロジェクトの推進状況

●認知症サポーター養成 ・・・・・・・・・・ キャラバンメイト連絡会に参画
●ボランティア講座の開催 ・・・・・・・・・・ 子ども食堂サポーター研修、豊中あぐり塾などテーマごとにも開催
●安心サポーター養成 ・・・・・・・・・・ くらしささえあい事業の担い手作り
●福祉教育、体験プログラムの実施　　　●とよなか地域ささえ愛ポイント事業 ・・・・・・・・・・ 登録者 947 名
●福祉なんでも相談窓口相談員研修の実施　　　●地域福祉巡回講座 ・・・・・・・・・・ 日常生活総合支援事業の啓発
●市職員研修への協力 ・・・・・・・・・・ 2 年目職員を対象に実施
●企業ボランティアネットワークの強化 ・・・・・・・・・・ 高齢者見守りネットワークにリニューアル
●住民参加型サービスの実施 ・・・・・・・・・・ くらしささえあい事業にリニューアル
 小学校区ごとでは住民主体ささえあい活動（ぐんぐん元気塾・福祉便利屋事業）の実施

●支援の必要な人の発見と情報共有

学び参加し体験する機会作り（人材養成・発見力の強化）1
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子ども食堂サポーター講座 福祉便利屋事業 ぐんぐん元気塾

●当事者組織の支援、組織間の連携 ・・・・・・・・・・ 高次脳機能障害、広汎性発達障害などあらたな家族会の実施
●新たな課題への組織化 ・・・・・・・・・・ 子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業
●予防的なつながりづくり（テーマ型のつながり） ・・・・・・・・・・ 豊中あぐり、内職広場など

つながり・共に動く仲間づくり（孤立化防止）

●高齢介護、包括、障害福祉、児童福祉、国際、女性、CSW 等の合同勉強会で福祉総合支援力の向上
 ・・・・・・・・・・ 多機関協働包括的支援体制構築研修会の実施

福祉総合相談支援力の向上（問題解決力の向上）

●豊中市社会福祉施設連絡会と連携し社会貢献活動の推進 ・・・・・・・・・・ 地域貢献リストの作成

社会福祉法人等の社会貢献活動の推進

●地域福祉活動計画推進委員会の開催
●中間支援機関の懇談会の開催 ・・・・・・・・・・ 共同デスクの実施、壁新聞の発行

プラットホームづくり（地域課題の共有化）

●市民後見人養成 ・・・・・・・・・・ 26 名養成
●専門職相談 ・・・・・・・・・・ 月 1 回実施
●介護相談員派遣制度 ・・・・・・・・・・ 118 施設に派遣
●地域の見守り活動の強化 ・・・・・・・・・・ ローラー作戦、75 歳アンケートの実施

権利擁護体制の構築

●教育委員会と連携（協働でプロジェクトを検討） ・・・・・・・・・・ SSW と CSW の連絡会の実施

福祉共育の推進

●保証人問題など

新たな課題への対応

豊中あぐり 子ども食堂 内職広場

●小地域活性化モデル事業の実施（次世代人材育成、助け合いのしくみ作り）
●住民懇談会の開催
●マンションサミットの開催（未組織地域への対応） ・・・・・・・・・・ 年 2 回開催 校区ごとでも実施
●地域福祉ネットワーク会議の実施
●町ぐるみの防災訓練の実施、災害対策を検討する場の設定
●地域と施設（高齢・障害・子ども） の合同避難訓練、炊き出しでの交流

つながりの場づくり（つながりの再構築）

マンションサミット 地域福祉ネットワーク会議 避難行動要支援者把握図上訓練

※国連版ＳＤＧｓとは
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、

貧困に終止符を打ち、地球を保護
し、すべての人が平和と豊かさを享
受できるようにすることを目指す普
遍的な行動を呼びかけています。
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地域福祉計画 地域福祉活動計画
行政が新しい社会福祉の理念を達成
するために策定する福祉計画

社協が呼びかけ、住民や社会福祉に
関する活動を行う者、社会福祉を
目的とする事業を経営する者が
策定する民間の活動・行動計画
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趣 　 旨

計画期間

「 Ｌｉｎｋプランとよなか４ 」の趣旨

地域福祉計画と地域福祉活動計画の関係

「豊中市地域福祉計画」の基本理念を共有
地域福祉の推進のために、公民協働で取り組む為の基本目標を設置し、それぞれの役割分担と
連携計画について策定
　基本理念　　みんなで創る あなたもわたしも 今よりもっと幸せに暮らせるまち

第 4 期として 5 年間
平成 31 年（2019 年)４月～平成 36 年（2024 年)３月
※第 1 期（Link プランとよなか）

平成 16 年（2004 年)４月～平成 21 年（2009 年)３月
第 2 期（Link プランとよなか 2）

平成 21 年（2009 年)４月～平成 26 年（2014 年)３月
第 2 期中間見直し（Link プランとよなか 2.5）

平成 24 年（2012 年)４月～平成 26 年（2014 年)３月
第 3 期（Link プランとよなか 3）

平成 26 年（2014 年)４月～平成 31 年（2019 年)３月

地域福祉計画とは？
この計画は、豊中市総合計画を上位計画とし、地域福祉を具体化するものと位置づけられています。また、高齢者保健福

祉計画・介護保険事業計画、障害者長期計画、障害福祉計画、子育ち・子育て支援行動計画、健康づくり計画などの分野
別計画に関して、それらの計画に関する地域福祉の視点や理念、方針、推進方向などを示し、地域における展開を総括する
とともに、補完、充実する役割を持ちます。

また、住民や民間の総合的な行動計画としてつくられる豊中市社会福祉協議会の「地域福祉活動計画」と地域福祉計画と
は車の両輪の関係にあります。「第４期豊中市地域福祉計画」及び「第４期地域福祉活動計画 Ｌｉｎｋプラン４」との連携のもと
に地域福祉を推進していきます。

第４期豊中市地域福祉計画の理念と目標

第4期地域福祉活動計画（Ｌｉｎｋプラン４)の重点プロジェクト推進の視点

１．基本理念
みんなで創る あなたもわたしも 今よりもっと幸せに暮らせるまち

２．基本目標
基本目標 １　市民一人ひとりの地域や福祉への意識、理解、行動を「拡げる」

基本目標 ２　豊中の多様な地域資源を「つなげる」

基本目標 ３　課題や不安を抱える人が必要な人・モノ・コト・地域と「つながる」

基本目標 ４　今よりもっと幸せになるための活動・仕組みを「持続・発展させる」

「豊中市地域福祉計画」の基本理念を共有
地域福祉の推進のために、公民協働で取り組む為の基本目標を設置し、それぞれの役割分担と連携計画
について策定

第２期継続期間として２年間
平成２４年（2012 年）４月～平成２６年（2014 年 )３月

※第１期（Ｌｉｎｋプランとよなか）
平成１６年（2004 年 )４月～平成２１年（2009 年 )３月
第２期（Ｌｉｎｋプランとよなか２）
平成２１年（2009 年 )４月～平成２４年（2012 年 )３月

地域福祉の推進

協  

働

行　政 住民・事業所
NPO等

校区福祉委員会
（地域住民・活動団体等）

市社会福祉協議会

豊中市地域福祉活動計画
（社会福祉協議会）

豊 中 市 総 合 計 画

豊 中 市 地 域 福 祉 計 画
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年 度主要な関連計画 2015

年 度
2016
年 度

2017
年 度

基本構想（2001年度～2020年度）

後期基本計画（2011年度～2020年度）

第３期計画（2014年度～2018年度） 第４期計画（2019年度～2023年度）

第３期計画（2014年度～2018年度） 第４期計画（2019年度～2023年度）
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・認知症・虚弱高齢者
・障害がある人
・子育て中の人
・子どもの居場所

4 支えられていた人が支え手に変わる
・生活困窮者自立支援
・新たな担い手づくり
・安心サポーター
・福祉便利屋事業

5 新たな担い手の醸成
・福祉教育
・ボランティアセンターの推進
・ささえ愛ポイント
・安心サポーター
・市役所職員協働型職員

6 権利擁護体制の構築
・地域での権利擁護
・施設での権利擁護
・日常生活自立支援事業
・法人・市民後見
・後見サポートセンター
・死後委任事務・保証人

7 パートナーシップで目標を達成
・協議体（第一層・第二層・第三層）
・地域福祉ネットワーク会議
・社会福祉法人の社会貢献
・民間企業との協働（フードドライブ・リユース・移動販売車・出前市場・就労支援など）

・生活支援コーディネーターによる新しい支えあいのしくみづくり
・多機関協働（出口づくり）
・びーの × マルシェ等（多様な主体との協働事業）

8 安定的な財源づくり
・賛助会費
・目的型募金
・ふるさと納税との連携
・クラウドファンディング
・共同募金の普及…共同募金自動販売機の推進・寄付つき商品等
・トークンなどの新たな通貨の検討

9 新たな課題への対応
・学校・教育委員会との連携
・子育て支援ヘルパー等

2019
年 度

2020
年 度

2021
年 度

2022
年 度

2023
年 度

1 一人も取りこぼさない
・小地域福祉ネットワーク
・福祉なんでも相談
・見守りローラー作戦
・防災・福祉ささえあいづくり推進事業
・マンションサミット
・多機関協働（早期発見の仕組み）
・企業の見守りネットワーク

2 排除から包摂へ
・コミュニティソーシャルワーカー支援
・福祉教育の推進
・公民協働の地域づくり
・当事者の組織化（発達障害など）
・施設コンフリクトの解消
・マイノリティの課題への対応（外国人・ＬＧＢＴ）

3 すべての人に居場所と役割・多様な社会参加のプログラム
・定年後の男性
・引きこもりの人たち　　　
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１．基本理念
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２．基本目標
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2018
年 度

2019
年 度

2020
年 度

2021
年 度

2022
年 度

2023
年 度

2019
年 度

2020
年 度

2021
年 度

2022
年 度

2023
年 度

・認知症・虚弱高齢者
・障害がある人
・子育て中の人
・子どもの居場所

4 支えられていた人が支え手に変わる
・生活困窮者自立支援
・新たな担い手づくり
・安心サポーター
・福祉便利屋事業

5 新たな担い手の醸成
・福祉教育
・ボランティアセンターの推進
・ささえ愛ポイント
・安心サポーター
・市役所職員協働型職員

6 権利擁護体制の構築
・地域での権利擁護
・施設での権利擁護
・日常生活自立支援事業
・法人・市民後見
・後見サポートセンター
・死後委任事務・保証人

7 パートナーシップで目標を達成
・協議体（第一層・第二層・第三層）
・地域福祉ネットワーク会議
・社会福祉法人の社会貢献
・民間企業との協働（フードドライブ・リユース・移動販売車・出前市場・就労支援など）

・生活支援コーディネーターによる新しい支えあいのしくみづくり
・多機関協働（出口づくり）
・びーの × マルシェ等（多様な主体との協働事業）

8 安定的な財源づくり
・賛助会費
・目的型募金
・ふるさと納税との連携
・クラウドファンディング
・共同募金の普及…共同募金自動販売機の推進・寄付つき商品等
・トークンなどの新たな通貨の検討

9 新たな課題への対応
・学校・教育委員会との連携
・子育て支援ヘルパー等

2019
年 度

2020
年 度

2021
年 度

2022
年 度

2023
年 度

1 一人も取りこぼさない
・小地域福祉ネットワーク
・福祉なんでも相談
・見守りローラー作戦
・防災・福祉ささえあいづくり推進事業
・マンションサミット
・多機関協働（早期発見の仕組み）
・企業の見守りネットワーク

2 排除から包摂へ
・コミュニティソーシャルワーカー支援
・福祉教育の推進
・公民協働の地域づくり
・当事者の組織化（発達障害など）
・施設コンフリクトの解消
・マイノリティの課題への対応（外国人・ＬＧＢＴ）

3 すべての人に居場所と役割・多様な社会参加のプログラム
・定年後の男性
・引きこもりの人たち　　　
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計画期間
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地域福祉の推進のために、公民協働で取り組む為の基本目標を設置し、それぞれの役割分担と
連携計画について策定
　基本理念　　みんなで創る あなたもわたしも 今よりもっと幸せに暮らせるまち
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平成 21 年（2009 年)４月～平成 26 年（2014 年)３月
第 2 期中間見直し（Link プランとよなか 2.5）
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地域福祉の推進

協  

働

行　政 住民・事業所
NPO等

校区福祉委員会
（地域住民・活動団体等）

市社会福祉協議会

豊中市地域福祉活動計画
（社会福祉協議会）

豊 中 市 総 合 計 画

豊 中 市 地 域 福 祉 計 画

2014
年 度主要な関連計画 2015

年 度
2016
年 度

2017
年 度

基本構想（2001年度～2020年度）

後期基本計画（2011年度～2020年度）

第３期計画（2014年度～2018年度） 第４期計画（2019年度～2023年度）

第３期計画（2014年度～2018年度） 第４期計画（2019年度～2023年度）

2018
年 度

2019
年 度

2020
年 度

2021
年 度

2022
年 度

2023
年 度

2019
年 度

2020
年 度

2021
年 度

2022
年 度

2023
年 度

・認知症・虚弱高齢者
・障害がある人
・子育て中の人
・子どもの居場所

4 支えられていた人が支え手に変わる
・生活困窮者自立支援
・新たな担い手づくり
・安心サポーター
・福祉便利屋事業

5 新たな担い手の醸成
・福祉教育
・ボランティアセンターの推進
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・マンションサミット
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社会福祉法人  豊中市社会福祉協議会発行
豊中市地域福祉活動計画推進委員会

第4期　豊中市地域福祉活動計画

地域共生社会をめざして…
平成31年（2019年）3月

Linkプラン
とよなか４

リ ン ク

豊中市社協は ※国連版ＳＤＧｓ に準拠して開発目標に取り組んでいきます。
 ※国連版ＳＤＧｓについて…裏表紙参照

E-mail：tcpvc@gold.ocn.ne.jp
U R L：https://www.toyonaka-shakyo.or.jp

≪事務局≫ 社会福祉法人 豊中市社会福祉協議会
〒560 - 0023
豊中市岡上の町 2－1－15（豊中市すこやかプラザ内）
電  話：06－6848－1279
F A X：06－6841－2388

※このパンフレットは平成 31 年（2019 年）3 月に作成しました。

第3期豊中市地域福祉活動計画 Ｌｉｎｋプラン３ の重点プロジェクトの推進状況

●認知症サポーター養成 ・・・・・・・・・・ キャラバンメイト連絡会に参画
●ボランティア講座の開催 ・・・・・・・・・・ 子ども食堂サポーター研修、豊中あぐり塾などテーマごとにも開催
●安心サポーター養成 ・・・・・・・・・・ くらしささえあい事業の担い手作り
●福祉教育、体験プログラムの実施　　　●とよなか地域ささえ愛ポイント事業 ・・・・・・・・・・ 登録者 947 名
●福祉なんでも相談窓口相談員研修の実施　　　●地域福祉巡回講座 ・・・・・・・・・・ 日常生活総合支援事業の啓発
●市職員研修への協力 ・・・・・・・・・・ 2 年目職員を対象に実施
●企業ボランティアネットワークの強化 ・・・・・・・・・・ 高齢者見守りネットワークにリニューアル
●住民参加型サービスの実施 ・・・・・・・・・・ くらしささえあい事業にリニューアル
 小学校区ごとでは住民主体ささえあい活動（ぐんぐん元気塾・福祉便利屋事業）の実施

●支援の必要な人の発見と情報共有

学び参加し体験する機会作り（人材養成・発見力の強化）1

4

5

6

7

8

9

2

3

子ども食堂サポーター講座 福祉便利屋事業 ぐんぐん元気塾

●当事者組織の支援、組織間の連携 ・・・・・・・・・・ 高次脳機能障害、広汎性発達障害などあらたな家族会の実施
●新たな課題への組織化 ・・・・・・・・・・ 子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業
●予防的なつながりづくり（テーマ型のつながり） ・・・・・・・・・・ 豊中あぐり、内職広場など

つながり・共に動く仲間づくり（孤立化防止）

●高齢介護、包括、障害福祉、児童福祉、国際、女性、CSW 等の合同勉強会で福祉総合支援力の向上
 ・・・・・・・・・・ 多機関協働包括的支援体制構築研修会の実施

福祉総合相談支援力の向上（問題解決力の向上）

●豊中市社会福祉施設連絡会と連携し社会貢献活動の推進 ・・・・・・・・・・ 地域貢献リストの作成

社会福祉法人等の社会貢献活動の推進

●地域福祉活動計画推進委員会の開催
●中間支援機関の懇談会の開催 ・・・・・・・・・・ 共同デスクの実施、壁新聞の発行

プラットホームづくり（地域課題の共有化）

●市民後見人養成 ・・・・・・・・・・ 26 名養成
●専門職相談 ・・・・・・・・・・ 月 1 回実施
●介護相談員派遣制度 ・・・・・・・・・・ 118 施設に派遣
●地域の見守り活動の強化 ・・・・・・・・・・ ローラー作戦、75 歳アンケートの実施

権利擁護体制の構築

●教育委員会と連携（協働でプロジェクトを検討） ・・・・・・・・・・ SSW と CSW の連絡会の実施

福祉共育の推進

●保証人問題など

新たな課題への対応

豊中あぐり 子ども食堂 内職広場

●小地域活性化モデル事業の実施（次世代人材育成、助け合いのしくみ作り）
●住民懇談会の開催
●マンションサミットの開催（未組織地域への対応） ・・・・・・・・・・ 年 2 回開催 校区ごとでも実施
●地域福祉ネットワーク会議の実施
●町ぐるみの防災訓練の実施、災害対策を検討する場の設定
●地域と施設（高齢・障害・子ども） の合同避難訓練、炊き出しでの交流

つながりの場づくり（つながりの再構築）

マンションサミット 地域福祉ネットワーク会議 避難行動要支援者把握図上訓練

※国連版ＳＤＧｓとは
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、

貧困に終止符を打ち、地球を保護
し、すべての人が平和と豊かさを享
受できるようにすることを目指す普
遍的な行動を呼びかけています。
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4

5

6

7

8

9

2

3

子ども食堂サポーター講座 福祉便利屋事業 ぐんぐん元気塾

●当事者組織の支援、組織間の連携 ・・・・・・・・・・ 高次脳機能障害、広汎性発達障害などあらたな家族会の実施
●新たな課題への組織化 ・・・・・・・・・・ 子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業
●予防的なつながりづくり（テーマ型のつながり） ・・・・・・・・・・ 豊中あぐり、内職広場など

つながり・共に動く仲間づくり（孤立化防止）

●高齢介護、包括、障害福祉、児童福祉、国際、女性、CSW 等の合同勉強会で福祉総合支援力の向上
 ・・・・・・・・・・ 多機関協働包括的支援体制構築研修会の実施

福祉総合相談支援力の向上（問題解決力の向上）

●豊中市社会福祉施設連絡会と連携し社会貢献活動の推進 ・・・・・・・・・・ 地域貢献リストの作成

社会福祉法人等の社会貢献活動の推進

●地域福祉活動計画推進委員会の開催
●中間支援機関の懇談会の開催 ・・・・・・・・・・ 共同デスクの実施、壁新聞の発行

プラットホームづくり（地域課題の共有化）

●市民後見人養成 ・・・・・・・・・・ 26 名養成
●専門職相談 ・・・・・・・・・・ 月 1 回実施
●介護相談員派遣制度 ・・・・・・・・・・ 118 施設に派遣
●地域の見守り活動の強化 ・・・・・・・・・・ ローラー作戦、75 歳アンケートの実施

権利擁護体制の構築

●教育委員会と連携（協働でプロジェクトを検討） ・・・・・・・・・・ SSW と CSW の連絡会の実施

福祉共育の推進

●保証人問題など

新たな課題への対応

豊中あぐり 子ども食堂 内職広場

●小地域活性化モデル事業の実施（次世代人材育成、助け合いのしくみ作り）
●住民懇談会の開催
●マンションサミットの開催（未組織地域への対応） ・・・・・・・・・・ 年 2 回開催 校区ごとでも実施
●地域福祉ネットワーク会議の実施
●町ぐるみの防災訓練の実施、災害対策を検討する場の設定
●地域と施設（高齢・障害・子ども） の合同避難訓練、炊き出しでの交流

つながりの場づくり（つながりの再構築）

マンションサミット 地域福祉ネットワーク会議 避難行動要支援者把握図上訓練

※国連版ＳＤＧｓとは
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、

貧困に終止符を打ち、地球を保護
し、すべての人が平和と豊かさを享
受できるようにすることを目指す普
遍的な行動を呼びかけています。

一人も

取りこぼさない

支えられていた人が

支え手に変わる

パートナーシップで

目標を達成

排除から

包摂へ

新たな担い手の

醸成

安定的な

財源づくり

すべての人に

居場所と役割

権利擁護体制の

構築

新たな課題への

対応


